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標識脂肪酸および標識糖を用いた心筋機能の評価
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【目的】「心臓活動における主たるエネルギー源は長鎖脂肪酸であるが, 心臓に障
害が起き脂肪酸の利用率が低下すると, 脂肪酸の代わりに糖がエネルギー源とし
て利用されてくる」ことが知られている。今回 我々は上述の “ 心筋のエネルギ
ー獲得系の変化 “ に関する知見に基づき 2 種の標識薬剤（[放射性ヨウ素]標識
脂肪酸 : [I*]9MPA & [C-14]標識糖 : [C-14]2DG））および 2 種の実験動物（正
常ラット & 心不全モデル(CHF)ラット）を用い, 各々の標識薬剤の 正常心筋およ
び CHF 心筋における 集積性経時変化 および 局所集積性の画像化を検討した。 
【方法】実験に用いた動物は 正常ラット群 および CHF ラット群である。心筋集
積性経時変化実験では [I-125]/[I-131]9MPA および [C-14]2DG 各々の標識薬剤
を静注後, 一定時間経過後 心臓の取り出し, 放射能計測 および 重量計測を行
い、各々の標識薬剤の集積性を経時的に算出した。また 心筋局所集積性の画像化
実験では [I-131]9MPA+ [C-14]2DG 混合標識薬剤 静注後, 両核種の半減期の違い
を利用して 各々の標識薬剤の心筋オートラジオグラムを作成した。 
【結果および考察】心筋集積性経時変化実験では、9MPA の場合, 正常心筋および
CHF 心筋 どちらも 時間経過と共に集積率が低下し, 且つ CHF 心筋では正常心筋
に比べ,すべての摘出時間において 集積率が低下していた。一方 2DG の場合, 正
常心筋およびCHF心筋 どちらも時間経過と共に集積率が増加し, 且つ CHF心筋で
は正常心筋に比べ, 高い集積率を示した。また 2 種の標識薬剤同時投与において
作成した心筋オートラジオグラムの作成実験においても  9MPA の画像 -- 正常心
筋の集積 ＞ CHF 心筋の集積 ; 2DG の画像 -- 正常心筋の集積 ＜ CHF 心筋の集積 
となり、上記 “ エネルギー獲得系の変化 “ （脂肪酸 → 糖）が示唆された。 


